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Abstract

　To　obtain 耄he　 basic　inlOrmation　tor　 construc 電iQn　 of　 coior 　 harmony 　theory　Qn 　 the　clothing ，
　we

established 　sQme 　hypQtheses　on 　the　harmony 　of　two　cO 】orcombinatjon 　and 　then 　attempted 　to　prove
the　hypotheses　by　the　analysis 　of　data　from　the　Paris　Co目ection 　and 　from　the　evaluation 　of　harmony

or 　disharmony ，　 We 　cQncluded 　as 　follows．

1．Both　the　color 　combinatlons ，　such 　as・their　hue・and 　tone・differences・are ・smal 「（hypothesis   ）and

　the　ones 　such 　as　theirhue　difference　is　sma 冂and 　theirtone　difference　is　large（hypothesls  ）、were

　harmony，

2，Although　the　color 　comb ［nations 　with 　Iarge　hue　d「fference　and 　small 　tone　dMerence （hypothesls

　◎）were 　frequently　presen重ed 　inthe　Paris　Collect「on ，the　evaluation 　of　harmony 　ordisharmony 　was

　 disharmony ，

3，The　color 　combinations 　with　large　hue　afid 　tone　differences（hypothesis   ）were 　disharmony 　fQr

　the　upper 　and 　bwer 　color 　comblnations 　 in　 clothing ，

要　旨

　本研究は服装における色彩調和論を構 築する基礎資料を 得 る た め に
， E色配色 の 調和 に つ い て 仮説 を構成し

，
パ

リコ レクシ ョ ン か ら得 られた配色デ
ー

タの分析結果 と ， 講和 ・不調和の評定結果をもと に検証を試みたものである。

結果は以下のとおりで ある 。

1．色相差 と ト
ーン 差 が小 さ い 配 色 （仮 説   ），色相差が小さ く，ト

ー
ン 差 が大き い 配色 （仮説  ） は，い ずれ に

　　お いても調和すると い う結果が得られた 。

2．色相差が大き く ト
ーン 差 が小 さ い 配色 （仮説  ）は，パ リ コ レ ク シ ョ ン の作品 で は多 くみ ら れ たも の の ， 調

　　和 ・不調和の評定結果からは不調和と評定された 。

3．色相差が大きく ト
ー

ン 差が大ぎい配色 （仮説  ）は ， 上下配色ではいずれ にお い ても不調和という結果が得ら

　　れた 。

［ 二＝ ：＝：＝＝：＝＝＝：ニ コ t3 ［二＝：二二＝ ＝＝＝ ＝ 二 二二＝ ＝ ］
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1．はじめに

　感性の時代 と いわれる今 日，デザイ ン の分野 で は色

彩がますます重要にな っ て い る。そ して デザイ ン にお

い て 色彩計画を行う上 で最も重要な の が配色の 問題 で

ある 。 配色と は二 つ 以 上 の 色 を 美 し い調 和が得 ら れ る

ように組み合わせる こ とをいい，そ こ には既 に色の組

み合わせ効果に対する評価が含まれ て い る。西洋 で は

配色 を 評価する 最上の 価慎基準と して 1カ ラ
ー

　ハ
ー

モ ニ 」，
つ ま り色彩調和と い う概念が古くか ら考え ら

れ て きた e こ の美 しく調和 の と れ た配色を得るための

原理 ，原則を明 らかにしようとするのが色彩調和論 で

ある 。 色彩調和に つ い て の思索はギリシ ャ時代に ま で

逆る こ と が で き る が，科学的な 色彩調和論が登 場す る

の はマ ン セ ル及びオ ス トワ ル トの色立体の完成 を待 っ

て か らで あ り，そ れを代表する の がオ ス トワ ル トやム

ーン と ス ペ ン サーの 色彩調和論で ある 。 しか し，こ れ

らの理論もそれぞれのデザイン の分野 で実際の色彩計

画をすすめ て いく上 で は問題点も多く ， 各分野 で は目

的にかな っ た色彩計画に応用 で きるような色彩調和論

の構築が求め られて い る 。 服装の分野 に お い て も， 衣

服 は量的にも質的にも成熟し，色彩がデザイン の よし

あ しを左右する重要な要素として重視されて い るが，

実際にはそ の ほとんどが経験や勘によ っ てなされ て い

る のが現状で ある 。 服装における色彩調和 に関する研

究 には加藤
1’a〕

ら ， 香川
5〕

， 吉田
61
などによる研究が若

干見 られるが ， 実際の色彩計画 に応用 で きるような理

論を構築するま で には至 っ て いな い 。

　本研究では服装デサイ ン の分野 で色彩計画を行う際，

一
定水準以上の配色が誰に でもたやすくできるよう な

色彩調和に関する理論を構築するための基礎資料を得

る こ と を 目 的 に，既 存の 色彩調和論を再検討 して仮説

を構成し，服装雑誌から収集した 2色配色 ヂータの分

析と ， それ らのデ
ータの中で出現頻度の 高か っ た冊配

色サ ンプルにつ い て 行 っ た調和
・
不調和の評定結果を

もと に検証を試み，配色調和に関する若干の知見が得

ら れた の で 報告す る 。

E。方法

2．L 仮説の 構成

　オス トワ ル ト表色系 ， マ ン セル表色系 ， 日本色研配

色体系 に基づ く 既 存の 色彩調和論
乃
および色彩 調和 に

関する 既存の 研究
E’9｝

につ い て 再検討 し，こ こ で は最

も実用的と いわれて い る 日本色研配色体系の 色彩調和

論
ロ）
をもとに，色彩調和に関する理論仮説を構成 した 。

日本色研配色体系で は配色の問題を色相差と トーン差

か ら大まか に とらえ て い るが，色相差につ い て はそれ

をさらに細分化して 同
一

， 隣接 ， 類似，中差小，中差

大 ， 対照 ， 補色 の 7つ に分 類した （図 1に示す）。 ト

ーン 差 に つ い て も 同 じ よ う に 同一，類似，中差
，

対照

の 4 つ に分類 した （図 2に示す）。 こ れ らの分類 をも

とに ， 色相差 と ト
ー

ン差に基づ く仮説を次のように設

定 した 。

仮説  ．色相差が小さ く，ト
ーン差が小さ い 配色は調

　　　　和する 。

仮説  ．色相差か小 さく ， ト
ー

ン差が大き い配色 は調

　　　　和する 。

仮説◎，色相差が大き く，ト
ーン 差が小ざ い 配色は 調

　　　　和する 。

仮説  ．色相差が大きく ， ト
ー

ン 差が大き い 配色 は調

　　　　和する 。

　以上の仮説を検証する ため に，次に 示す 2つ の方法

を用 い て 分析を試み た 。

2。2。2色配色データの 収集と分析の 方法

　仮説を検証するために
一

つ は長年の 経験や勘によ っ

て美しい 配色を創造 し，高い評価を得て い る服飾デ ザ

イナ
ー

が ， パ リプレタポ ル テ コ レ ク シ ョ ン （以下 パリ

：亅レと省略する）で 発表 した 2色配色の服装 につ いて

色相差と トーン差を分析し，仮説との適合性に っ い て

検討 した 。 分析に用 い た配色サ ン プルデ
ータぱ 90年

〜’
93年ま で の服装雑誌 （gap ，　colezioni ，　MO 匚〕E

ET 　MODE ，fl　fa＄hon ， 流行通僑）から服飾デ ザ

図 1　 色相差 の 分類

［ ：：＝ ＝： ＿ 114 ［＝ ．＿ ＿ ．＿ ＿ ＿
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イナーがパ リコ レで発表した配色の 面積がほぼ等 し い

上衣 （ブ ラウ ス や ジ ャ ケ ッ ト等）と 下衣 （ス カ ートや

パンツ等）の上下配色 （E，040サンプル ），配色の面積

が 3 ：2ぐらい の 内と外 （ブラウ ス とジ ャ ケ ッ トや ス

ーツ とコ
ート等）の 内外配色 （1．474サ ン プル），配色

の面積が 10： 1ぐらいのアクセント配色 （ワンピー
ス，

スーツ とス カーフ ， マ フ ラ
ー

， カ ラ
ー

，
ベ ル ト等）の

L901サ ン プル である 。 こ れらの 2色配色サ ン プルは，

日本色研配色体系の ビビ ッ トトーン E4色相と 9 トーン

（p ，lt，　b，　d，　dp．　dk，　lt8．　g ．　dkg ）の 12色相に，　 W

とBkを加えた 134色 の 色票を用 い て ， 常用光源 D 、、を

同一 ・類似 ・中差 トーン

図 E　 ト
ー一

ン 差の 分類

用 いた光源装置の下に資料をお い て最も近 い 色を選出

しC 色相と ト
ー

ン を記録 した 。

E。3．調和 ・不調和の評定と分析の方法

　仮説を検証するための もう
一

つ の方法は 2．2で収集

した 2色配色のサンプルが調和の とれたものであるか

ど うかにつ い て 評定を求め ， 仮説との適合性に つ い て

検 討 した 。 評 定には有彩色同志の 上 下 巳色配色 9S9サ

ン プルの中で 出現頻度が高か っ た80組の 配色サン プル

を用い，こ の 配色サ ン プル を刺激と し て被験者61名

（女子大生 ， 平均年齢約 22才）に調和 ・不調和の評定

を含む形容詞 17対による 7段階SD 尺度 で 評定を求め

た 。 評定に供した80組の配色サ ン プル （表 1）は，日

本色彩研究所の 「八 一モ ニ ッ クカ
ード」を用 い た。 各

配色サ ンプル は左右に並べ て 6，5x6．50mの大き さ で，

］0組ずっ グ レ
ー

の台紙に貼 っ た の を評定に供した 。 な

お ，
こ れ らの配色サ ンプ ル に っ い て は P ．C 。O ．　S 記

号 （色相 とト
ー

ン）， 色相差，ト
ー・

ン 差を表記 した 。

　次に ， 得られた i
’一一

夕をも とに調和 ・不調和と評定

されたサ ンプル別 に他の 感 脣用 語との 関運 に つ い て 感

情効果の側面か ら検討 した 。 また，調和 ・
不調和の評

定を左右する要因をさぐるため に主因子法 による因子

分析を行 い，得られた因子の 中で 調和 ・不調和との 関

連の高か っ た因子 の 因子得点 を算出し， そ れらを外的

塁準 に
， 仮説に基づ く色相差 と ト

ーン差，マ ン セル 表

色系 に基づく明度差と彩度差 を説明変数 にして数量化

1類に よる分析を行い，調和 ・
不調和に寄与する要因

を明らか に し た 。 研究方法及 び分析手川頁を図 3に 示す 。

3．結果及び考察

3」．2色配色 ヂータの色相差と トーン差に よる分析

　　 結果

　パ リ コ レか ら収集 した 2色配色のサ ン プルを上下配

色，内外配色，アクセ ン ト配色別 に色相差，ト
ー

ン差

に つ い て分析した 。 そ の結果，色相差につ い て は図 4

に示すように上下配色では類似が2B．9％ で
一

番多く ，

次 い で対照が 19％，同
一

が 18．｛％，つ ま り類似と同
一

が半分近 くを占め ており， 隣接と補色の配色は 5％以

下 と わずか で あ る 。 こ れ ら は色 彩嗜好 に 関する 調

査
H3 ）

から同面積の 2色配色で は同
一
，類似など，色

相差が小さ い 配色が好まれ，補色など色相差が大き い

ほど嫌われる傾向がある と い う結果 と 同様の結果 であ

る 。

　一方，内外配色で は対照が25．3％ と最も多く，次 い

一… 一
一 ・5 匚 ＿＿ ＿
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既 存　の　色 彩 調 和　論　の 検 討

服装における色彩調和に関する仮説の構成

服装雑誌より2色配色データの収集
（パ リプ レタポル テ コ レクシ ョ ンより）

上下 2 色配色データの中で出現頻度
　の高か っ た 80 サ ンプルを選定

形容詞 17 対による 7段階 SD尺度で

感情効果の測定、被験者は女子大生61名

PCCSに基づく

色相と ト
ー

ン の 分析

各サ ンプルにつ いて形容詞 17 対の

評定平均値を算出

因子分析（主因子法、バ リマ ッ クス 回転）
主要因子を抽出

　　　仮説に基づ く
色相差とト

ーン差の算出 評価性因子の因子得点を算出

数量化 1類 によ る要因分析

各サンプル の［肝 得点を外的基準とし

色相差、ト
ーン差、明度差 、彩度差を

説明変数とする 。

仮　　　 説　　　 の 　　　 検　　　 証

図 3　研究方法及び分析手順

0　　　 20　　　40 60 　　　80 100 ％

上 下配色

内外配色

ア クセ ン ト

　 酉己色

一 一

18．1％ 28．99薹　 　 　 145％ 12．3％　 　19．0％

155％ 2i．1％　 　 14．7％ 12．6％　 　 　 5．3％　 　 9 ％

15．3％ 1．6％　 　 15．7％
「
12，δ％　　　4．2％　 74 ％

989

620

821

□ 同
一

日 隣接 皿 類似 田 申差小 圜 中差大 囮 対照 團 補色

図 4　 2色配色サ ン プルの色相差

で類似が 2L1％ ， 同
一が 15．5％，補

色 と隣接はやはりわすか で ある。ア

クセ ン ト配色に つ い て も内外配色と

同様の結果が み られ，同 面積で あ る

上下配色に比 べ て対照な どコ トラス

トの強 い配色がやや多くみ られる。

ト
ー

ン 差 に つ い て は 図 5 に 示 すよう

に上下配色 内外配色， ア クセ ン ト

配色の い ずれ も 類似が最 も 多 く， 次

い で 対照，中差の配色が多 くみられ

た 。

　次 に 色相差 とト
ー

ン 差 に もとつ く

分析結果お よび κ
2
検定結果 を 図 6

〜図 Bに示す 。 図 6に 示す上下 2色

配色 で は色相差が類似 で ト
ー

ン差が

類似の配色，色相差が同
一

で トーン

差が類似の配色 ， 色相差が中差小 で

ト
ー

ン差が類似の配色 ，
つ まり色相

差が小さ くトーン 差も小さ い 配色は

調和する とい う仮説  の配色が
一
番

多く ，
っ い で色相差が対照で トーン

差が同
一 ・類似の配色 ，

っ まり色相

差が大きく ， ト
ー

ン差が小さ い 配色

は調和するとい う仮説  の 配色 ， 色

相差が同
一 ・類似で トーン差が対照

の 配色，つ ま り色相差が小ざ く， ト

ーン差が大き い 配色は調和する とい

う仮説＠の配色が多くみ られた 。 し

か し， 色相差が対照や中差大で ト
ー

ン 差が中差 ， 対照の 配色 ，
っ まり色

相差が大きく，ト
ー

ン 差が大き い 配

色は調和するとい う仮説  の配色は

ほとん どみられなか っ た 。 これらは

色相差が同
一

， 類似で ト
ー

ン差が対

照の 配 色 は 調和する と い う 加 藤
R−3〕

ら，花田
1D

ら，川合
14）

らの配色調和

に関す る研究結果と同様の結果であ

る。しかし ， 色相差が大き くト
ー

ン

差 が 小 さ な 配 色 に つ い て は 加 藤

ら
E”3）

， 花田 ら
m

， 川 合 ら
14）

と は異

なる 結果が得られた 。

　
一

方，図 7に 示す内外 2 色配色 に

っ い て は，色相差が文寸照 で ト
ー

ン差

が類似の 配色 ，
つ ま り色相差が大き

［＝＝二二＝ ＿ ＿

…“…
二＝：：］ 16 ［一
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0　　　 20　　　 40 60　　　 80 100 ％

ヒ ド配色

内外配色

ア ク セ ン ト

　　配色

一 一

17．0％ 8．5％ 14．2％ 0，3％

16．2％ 8．0％ 18．9％ 7．0％

144％ 0．8％ 18．2％ 6．6％

ロ 同一
目 類似 皿 中差 圃 対照

図 5　 2邑配色サ ン プルの トーン 差

　　　　　　　　　　　　　　色相差

　　　　 0　　　 20　　　 40 　　　 6Q　　　　　　　　　　　　　　　　　 80
− 一

989

619

8ユ9
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図 6　上下 E色配色 の 色相差 と ト
ーン差
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100 ％

く，トーン差が小さ い 配色は調和す

るという仮説  の配色が
一
番多く，

つ い で 色相差が類似 で ト
ー

ン 差が類

似の配色，色相差が同
一

で ト
ー

ン差

が類似の配色 ，
つ ま り色相差が小さ

く ト
ー

ン 差が小さ い配色は調和する

と いう仮説  の 配色，色相差が対照

で ト
ーン 差が対照の配色 ，

つ ま り色

相差が大き くト
ー

ン 差も大き い配色

は調和すると い う仮説  の配色も多

くみ られた。 図 日に示すアクセ ン ト

配色に つ いても内外配色と同様の結

果が得られた 。 これは富部ら
15）

が行

っ た調和配色の実習で面積が 1 ： 3

の割合か ， 面積に大小の差を っ け て

い る 配色 で は，色相差が大き く て ト

ーン 差の 小さ い配色が多い と い う結

果 と同様の結果 で ある 。 つ まり ， 内

外配色やアクセ ン ト配色など面積に

大小 の 差 の ある配色 で は色相差が大

き く て も 調和 しや すい も の と 思われ

る 。
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図 7　 内外 2色配色の色相差 と ト
ーン 差
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図 B　 ア クセ ン ト 2色配色の 色相差とト
ーン差

3．2．2色配色 データの調和 ・不調

　　 和の評定による分析結果

3．2．1．色相差 ， トーン 差による分

　　　 析結果

　上下 2色配色デ
ー

タの中で出現頻

度 の高か っ た80組 の 配色 サ ン プル

（表 D の 調和 ・不調和につ い て の

評定結果では全体の6D％ で ある 48サ

ン プルが調和 に ， 23．7％ で ある 19サ

ンプルが不調和 として評定ざれた 。

これらの調和 ・
不調和別に，他の感

情用語 との関連を平均値の プロ フ ィ

ー
ル で 示 したの が図 9である 。

　調和と評定された配色サ ン プル に

っ い ては，柔らかい，上品な ， 自然

な，快適な，美 し い，好きな と評定

ざ れ，不調和 と評定された配色 サ ン

プルにっ い て は ， 硬 い ， 下品な ， 個

性的 ， 人工的 ， 重 い ， 不快，み に く

い，嫌い と評定され て お り，それぞ

れ危険率 0，1％で 有 意差が見られた 。
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表 1　 2色配色89サン プルの色相差と ト
ーン差
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調和 ・不調和 と の相関 で も同様 の 結果が得 られ ，
こ れ

らの結果か ら，美 しく，快適な，上品な，好きなイメ

ー
ジの配色が調和する と評定されて い る こ とがわか っ

た 。 調和 ・不調和と評定された 2色配色サンプルの色

相差 に もとつく分析結果を図10に示す 。 調和 と評定さ

れた配色サ ン プル で は類似が35，4％と
一
番多く， 同

一

が E9．E％ ， 中 差 小 が 25％ で ，隣接，対 照 ，補色 は こ く

わずかで ある 。

一
方 ， 不調和と評定されたサ ンプル は
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対照配色が47．4％と最も多く ， 次 いで 中差小の配色が

2LI％とな っ て お 0 ， 同
一

と類似がそれぞれ IO．5％で

ある 。 トーン差にもとつ く分析結果 つ い ては図】1に示

す ように ， 調和すると評定されたサンプル は類似が
一

番多 く，次 い で 同
一
，中差の サ ン プ ル も20％近 くを占

めて い る 。 不調和と評定されたサ ンプル も類似が最も

多 く ， 次いで 対照がわずか多いもののあまり差はみ ら

れなか っ た 。

　次に ，色相差と トーン差に もとつ く調和 ・不調和の

評定結果につ い て 図12に示す 。 こ の結果をみ ると仮説

  で 設定した色相差が同
一

で ト
ー

ン 差が類似の 配色

つ ま り色相差が小さ く，トーン差が小さ い 配色は 1］サ

ン プル 全 て が調和と評定され て い る 。 また ， 色相差が

類似で トーン 差が類似の 配色は 12サ ン プル の 中 9サ ン

プルが， 色相差が中差小で ト
ー

ン差が同
一

の配色 は 6

サ ンプルの中 5サンプルが ， 色相差が類似 で トーン 差

が同
一

の配色は 4サ ン プル全てが調和と して 評定され

た 。

一方，仮説◎で設定した色相差が対照で ト
ー

ン差

が類似の 配色つ まり，色相差が大き く，ト
ー

ン 差が小

さ い配色は 9サ ン プル の 中で 5サン プルが不調和と評

定 さ れ ， 前述のパ リコ レ に よる上下 2色配色 で の結果

とは異なる結果が得 られた。また ， 色相差が小さい配

色は調和する と い う加藤
e−3）

ら ， 香

川 ら
5’］E）

， 野本
131

ら ， 川合
14）

らによ

る配色調和に関する研究結集と同様

の結果が得られた 。 これは服装にお

い て ，ほぼ同
一

の面積では色相差が

小さい類似の配色が色相の共通性に

よ っ てまとまりやすく，調和する配

色で あると推察される 。
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　硬い

派 手 な

上品 な
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図 9　 調和 ・不調 和別 2色 配色 感情の プ ロ フ ィ
ール
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2
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3．2．2．因子分析による分析結果

　調和 ・不調和の評定を左右する要

因を探るために主因子法による因子

分析を行 っ た結果を表 2 に 示す 。 固

有値 1以上でバ リマ ッ クス回転を行

っ た結果 ， 3 つ の 主要な因子が得ら

れた 。 3因子 で の 累積寄与率は94．9
％ で ある 。 各因子 に 因子負荷量の高

い 形 容詞対 を 手 がか りに 因子の意眛

を考察する と，加藤
1）
らの ブラ ウス

と ス カ
ー

トを着胴 した ざ い の配色イ

メ
ー

ジ （評価，活動，力罩，ほ っ そ

り感の 4因子）と同様に ， 第 1因丁

口 同
…

日 隣接 田 類似 日 中差小 團 中差大 2 対照 毆 補色

図10　色相藻によ る 調和
・
不調和の 評定
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図11　トーン差 による 調和 ・不 調和の 評定
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同
一

類似 　　　　　 中差　　　　　対照

　 トー
ン 差

　　　　 図12　色相差とトーン差による 調和 ・
不調和の 評定

表 ？　魍子 分析結果

項　 　 目 第 1因子 第2 因子 第 3因子

派手な一地味な 0．969 0．042 0，210
目立っ

一
目立たない 0。946 0．007 O，263

現代的一伝統的 0．907 0．003 一〇，201
動的

一
静的 0．900 一G．239 O，100

若々 しい
一
落ち着い た 0．868 一

〇．322 0。205
強い

一
弱い α664 一〇．413 一〇．414

明るい
一暗い α630 0．356 0．649

自然な
一

人工的
一〇。622 0．614 0，327

平凡な
一個性的 一〇．743 0．531 0．205

好き
一
嫌 い 0．040 0．971 0，044

美しい
一
みにくい 0，196 0．953 0，153

快適な
一
不快 0．037 0，946 0．268

調和
一
不調和

一〇。077 0．930 O．088
上品

一
下品

一〇．316 0．880 O．220

重い
一
軽い

一
〇．185 一

〇．572 一
〇，647

暖かい一冷たい 0．132 一
〇．012 0，715

堅い
一

柔 らかい 0．257 一〇．448 一〇．790

固有値 7．385 6．101 L494

寄与率 ％ 46．8 38．7 9．5

累積寄与率 ％ 46．8 85．5 94．9

で は 「派手な
一

地味な」，「目立つ
一

目立たな い」，「現 代的一伝統 的」，

「動 的一
静的」， 「若々 し い

一
落ち つ

いた」とい っ た形容詞対に因子負荷

量が高く ， 活動性の因子，第 2因子

で は 「好き一嫌い」，「美しい
一

みに

くい」， 「快適
一

不快」，「調和一不調

和」と い っ た形容詞対に 因子負荷量

が高 く，評価性の 因子，第 3因子 で

は 「暖かい 一冷た い」， 「重 い
一軽

い」，「堅 い
一

柔 らか い」と い っ た形

容詞対に因子負荷蠱が高く，力量性

の因子 と解釈することが で きる 。 こ

の結果からも明かなよう に第 2 因子

の 評価性の 因子は前述の調和 ・
不調

和 との 関連が高い 形容詞対か ら構成

されて い る こ とがわかる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3，2。3。数量化 1類に よる要因分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 調和 ・不調和の 評定に寄与する配

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 色 の要因を明らか にする ため に，調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 和 ・
不調和の 評定と 関連の高い第 2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 因子 の 因子 得点を外的基 準 に，色相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 差，トーン差，明度差，彩度差を説

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 明変数 に 数量化 1類 に よる分析 を行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 っ た結果 を 図 13に 示す。調和 ・不調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 和 の評定 に 寄与す る要因をカ テ ゴリ
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ウェ イ トとレンジで みてみる と ， も っ とも大きく寄与

して い るのが色相差で ，次い で明度差である 。 色相差

におい て は同
一

， 類似が調和 に ， 隣接 ， 中差 ， 対照 ，

補色が不調和に 。 明度差にお い て は明度差が 2， 3 ，

5 の 時は調和に ］， 7 ， 8の 時は 不調和に寄与する と

い う結果が得られた。

思う。 また，服装における色彩調和の問題をさ ら に確

かなもの にするため には ， 素材の材質感や形など衣服

を構成する他 の 造形要 素と色 との 関係に つ い て も検討

する必要があると思われる 。

4。結論

　服装に おける 2色配色の色彩調和 に関する仮説を構

成 し， 配色デ
ー

タをもとに検証 した結果 ， 次の ような

こ とが明 らかにな っ た 。

］．色相差が小 さく ， ト
ー

ン差が小さい配色は調和す

　　る と いう仮説  に つ い ては，パ リコ レから収集し

　　たデ
ータの分析結果及び調和 ・

　 　不調和の評定結果のいずれにお

　　い て も調和する と い う結 果が得

　　られた 。

E．色相差が小さ く ， ト
ー

ン差が大

　　き い 配 色 は調 和す る と い う仮説

　　  に つ い て も，仮説  と同じよ

　　うな結 果が得 られ た 。

3．色相差が大き く，ト
ー

ン差が小

　　ざ い 配色は調和する い う仮説◎

　　につ い て は ， パ リコ レで収集 し

　　たデ ータの 分析結果で は いずれ

　　にも多くみ られたが，同面積の

　 　調和 ・不調和の評定結果 で は不

　　調和として評定ざれた 。

4．色相差が大き く，ト
ー

ン差が大

　 　き い 配色は調和すると い う仮説

　　  につ い て1は ， パ リコ レか ら収

　　集した デ
ータの上下配色の分析

　　結果及び調和 ・不調和の評定結

　　果 の いずれにお い て も不調和と

　 　 し て 評定 ざ れ た 。

　 しかし，パ リ：］レから収集 したヂ

ータのうち内外配色及び ア クセ ン ト

配色で は仮説◎と仮説  の配色が多

くみ られたの で ， 面積の問題が大き

く影響するものと思われる 。 今回の

調和 ・不調和の評定結果にもとつ く

分析につ い て は ， ほぼ同面積の 上下

配 色を中心に分析を行 っ たが，今後

は面積効果 に つ い て も検討 した い と　　　　図13 数量化 1類 によ る 要 因分析結果
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